
日
韓
関
係
は
こ
じ
れ
に
こ
じ
れ

て
、
「
泥
仕
合
」
の
様
相
だ
。
ど
う

も
こ
じ
れ
の
原
因
は
日
本
の
安
倍

政
権
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま

た
、
マ
ス
コ
ミ
に
煽
ら
れ
た
日
本

国
民
が
ま
と
も
な
判
断
を
失
し
て

い
る
こ
と
も
深
刻
な
問
題
。
実
際
、

韓
国
へ
の
「
強
い
対
応
」
で
安
倍

政
権
の
支
持
率
は
ア
ッ
プ
し
て
い

る
の
だ
。

こ
の
状
況
を
見
る
と
き
、
安
倍

の
「
韓
国
・
ム
ン
憎
し
」
が
見
え

隠
れ
す
る
。
そ
の
深
層
に
横
た
わ

る
戦
中
・
戦
後
史
を
少
し
眺
め
て

み
よ
う
。

日
韓
関
係
の
大
節
目
、
１
９
６

５
年
締
結
の
日
韓
基
本
条
約
は
「
妥

協
」
の
産
物
以
外
の
何
物
で
も
な

か
っ
た
。
条
約
に
は
、
植
民
地
支

配
へ
の
反
省
も
、
謝
罪
も
、
補
償

も
一
切
な
い
。
日
本
は
経
済
協
力

民
社
会
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
。

「
泥
仕
合
」
の
解
決
の
糸
口
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
？
私
は
３
つ
の

視
点
を
提
示
し
た
い
。
一
つ
は
戦

争
の
な
い
平
和
な
北
東
ア
ジ
ア
を

構
築
の
た
め
の
市
民
社
会
や
地
方

政
治
の
日
韓
の
連
携
。
二
つ
目
は

い
く
ら
歴
史
修
正
主
義
者
や
ネ
ト

ウ
ヨ
が
『
嫌
韓
』
を
煽
っ
て
も
、

日
韓
の
壁
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

超
え
て
い
る
若
者
た
ち
の
Ｋ
・
Ｐ

Ｏ
Ｐ
フ
ァ
ン
。
そ
し
て
三
つ
目
は

日
朝
交
渉
の
進
展
。

安
倍
の
私
怨
に
付
き
合
わ
さ
れ

る
の
は
ま
っ
ぴ
ら
だ
。
政
治
を
変

え
、
北
東
ア
ジ
ア
と
ま
と
も
に
向

き
合
え
な
い
リ
ー
ダ
ー
に
退
場
い

た
だ
く
こ
と
も
重
要
だ
が
、
し
っ

か
り
と
歴
史
に
向
き
合
う
姿
勢
を

持
っ
た
民
衆
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

そ
れ
以
上
に
重
要
か
。
こ
の
続
き

は
府
高
退
教
セ
ミ
ナ
ー
で･

･
･

。

府高退教セミナー報告
寺西文夫（長野）

世界遺産登録を機に

古墳群の本格的な学術調査を
７月２６日（金）に考古学者の石部正志さんを講師に「百舌鳥・古市古墳群

の世界遺産について」というテーマで話して頂いた。

セミナーは質疑応答を中心に進められ、大仙古墳をはじめ巨大古墳の多くが

歴代天皇など皇室の祖先の墓である陵墓として宮内庁が管理し、文化財保護法

の適用外とされて公開や調査が厳しく制限されているという大きな問題点があ

ることが指摘された。

百舌鳥・古市古墳群が世界遺産に登録

されたことを機に、世界の注目を集め、

古墳の本格的な学術調査や国内外に発信

することが求められ、宮内庁の対応が問

題になる。

古墳の被葬者と築造年代の矛盾、前方

後円墳の形について、近畿と九州の古墳

の地域差など、様々な疑問が出され、丁

寧に答えて頂いた。

関心を集めている問題だけに２９人の

参加者で盛況だった。

次回の府高退教セミナーのご案内

日韓問題での打開のカギは？
また、異常な日本のマスメディア報道の狙いは？

１１月８日（金）１５時より 大阪府教育会館７０５室

講師は、飯田光徳さんです。

市民の力で守った「いたすけ古墳」

ン
）
の
奇
跡
」
の
お
手
本
だ
っ
た
。

そ
の
満
州
国
の
５
か
年
計
画
の
策
定

者
は
、
当
時
の
「
革
新
的
」
と
い
わ

れ
て
い
た
商
工
官
僚
、
岸
信
介
（
満

州
国
総
務
庁
次
長
）
、
安
倍
の
祖
父

だ
。
パ
ク
父
や
岸
た
ち
は
戦
後
も
「
満

州
人
脈
」
と
称
し
深
く
か
か
わ
り
続

け
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理
さ
ん

は
、
「
日
本
の
現
首
相
は
独
裁
と
深

く
結
び
つ
い
た
政
治
家
の
孫
、
韓
国

の
現
大
統
領
は
そ
の
独
裁
と
民
主
化

運
動
で
闘
っ
た
元
弁
護
士
。
残
念
な

が
ら
完
全
な
水
と
油
」（
毎
日
新
聞
）

と
い
う
。
ム
ン
大
統
領
は
、
日
韓
保

守
層
が
築
き
、
半
世
紀
以
上
続
け
て

き
た
「
妥
協
」
を
底
か
ら
撹
拌
し
に

か
か
っ
て
い
る
。
安
倍
に
は
許
し
が

た
い
暴
挙
を
ム
ン
と
そ
の
背
後
の
市

嫌
韓
報
道
に
思
う

浅
海
文
雄

（
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
）

大
学
か
ら
の
友
人
が
、
漱
石
『
こ
こ

ろ
』
の
「
友
人
Ｋ
」
は
韓
国
コ
リ
ア
の

こ
と
だ
、
と
言
う
の
で
、
早
速
『
こ
こ

ろ
』
を
再
読
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
、
そ

の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

気
に
な
り
、
手
が
か
り
を
求
め
、
漱

石
の
日
記
に
あ
た
っ
て
み
た
。
し
か
し
、

韓
国
併
合
の
年
は
、
大
患
の
た
め
病
床

日
誌
だ
。
た
だ
、
前
年
に
次
の
よ
う
に

あ
っ
た
。

「
曇
。
韓
国
観
光
団
百
余
名
来
る
。

諸
新
聞
の
記
事
皆
軽
侮
の
色
あ
り
。
自

分
等
が
外
国
人
に
軽
侮
せ
ら
る
る
事
は

棚
へ
上
げ
る
と
見
え
た
り
。
（
中
略
）
も

し
外
国
人
の
観
光
団
百
余
名
に
対
し
て

同
一
の
筆
致
を
舞
は
し
得
る
新
聞
記
者

あ
ら
ば
感
心
也
。
」

１
９
０
９
（
明
治

）
年
４
月

日

42

26

の
記
述
。
「
朝
鮮
国
に
黒
々
と
墨
」
を
ぬ

る
の
は
、
一
年
と
四
ヶ
月
後
。

漱
石
が
今
の
世
に
い
た
ら
、
ど
う
日

記
に
記
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

日
韓
関
係
の
こ
じ
れ
に
思
う
こ
と
は

飯
田
光
徳
（
日
本
コ
リ
ア
協
会
大
阪

理
事
長
・
府
高
退
教
幹
事
）

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
一
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信

の
名
の
も
と
に
資
金
（
正
確
に
は

「
日
本
の
生
産
物
」
と
「
日
本
人

の
役
務
」
）
を
提
供
。
実
は
日
本
財

界
は
大
儲
け
し
た
。
韓
国
は
国
と

し
て
の
謝
罪
さ
え
棚
上
げ
に
し
、

様
々
な
請
求
を
放
棄
。
そ
の
代
わ

り
に
経
済
復
興
、
高
度
経
済
成
長

を
手
に
入
れ
た
。

締
結
し
た
時
、
日
本
の
首
相
は

佐
藤
栄
作
、
韓
国
の
大
統
領
は
パ

ク
・
チ
ョ
ン
ヒ
。
佐
藤
は
い
う
ま

で
も
な
く
安
倍
の
大
叔
父
だ
。
パ

ク
は
ロ
ウ
ソ
ク
革
命
で
引
き
ず
り

お
ろ
さ
れ
、
囚
わ
れ
の
身
で
あ
る

パ
ク
・
ク
ネ
前
大
統
領
の
父
だ
。

パ
ク
父
は
こ
の
経
済
協
力
資
金
で

「
漢
河
（
ハ
ン
ガ
ン
）
の
奇
跡
」

と
呼
ば
れ
る
長
期
の
高
度
成
長
を

勝
ち
取
り
不
動
の
地
位
を
得
る
。

植
民
地
時
代
、
パ
ク
が
学
ん
だ
日

本
の
軍
官
学
校
の
あ
っ
た
満
州
国

の
経
済
政
策
が
「
漢
河
（
ハ
ン
ガ



第

回
囲
碁
大
会

60歴
史
を
紡
ぐ
思
い
新
た
に

菜園訪問＆バーベキュー

第１０回「菜園訪問＆バーベキュー」を下記の要項で行います。

今年は交通の便のよい連山菜園です。３回目の訪問になりますが、菜

園は高安山麓の旧村の一画・連山邸の裏庭にある文字通りの家庭菜

園、それでいて野趣に富む菜園です。秋たけなわの一日、自慢の畑を

見学し、ＢＱと仙台風芋煮鍋（味噌仕立て）に舌鼓を打ち、適度なお

酒も嗜んで、歓談のひと時を過ごそうではありませんか。ご参加をお

待ちしています。

記

日時 １１月7日（木）午前11時半頃～3時頃まで

場所 連山菜園（八尾市山畑349、近鉄服部川駅から徒歩5分）

費用 1500円程度（バーベキュー・飲物代）

参加連絡 参加される方は１１月３日（日）までに次の世話人に

ご絡ください。菜園への経路は別途ご連絡します。

高橋 貞雄（℡0722－78－1072） 連山 豊（℡0729－41－8794）

広瀬 晃（℡0744－27－6669） 村上 国利（℡0721－24－8810）

小山さん 谷本さん
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【

月
】

10
日(
金)

:

三
〇
〇
〇
万
署
名

11

12

00

上
六
宣
伝

日(

金)
:

第
２
９
５
回

11

14

00
幹
事
会
７
０
５
室

日(

月)
:

秋
の
退
教

21

10

00

「
女
性
サ
ロ
ン
」

大
正
駅

J
R

集
合

大
正
の
渡
し

（
案
内
は
森
田
さ
ん
）

日
（
月
）

:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

23

12

00

歌
う
会
）

【

月
】

11
日(

月
・
祝)

:

～
謡
を
楽
し

4

13

30

む
会

茶
臼
山
画
廊

日(

金)
:

第
２
９
５
回

8

13

00幹
事
会
７
０
５
室

日(

金)
:

退
教
セ
ミ
ナ
ー

8

15

00

「
日
韓
問
題
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」

講
師
は
日
本
コ
リ
ア
協
会
理
事
長

飯
田
光
徳
さ
ん

日(

金)

～

日(

月)

8

11

大
退
教
ツ
ア
ー

i
n

中
国
・
西
安

日(

木)
:

第

回
大
退
教

13

10

00

22

囲
碁
大
会

た
か
つ
「
ロ
ー
ズ
」

日
（
月
）

:

シ
ャ
ン
ソ
ン

15

12

00

を
歌
う
会
）

日
（
金
）
秋
の
散
策
（
予
定
）

22

河
内
長
野
方
面

＊
短
歌
を
楽
し
む
会
は

月
も

11

お
休
み

当

面

の

日

程

例
年

月
に
行
っ
て
い
る
夏
の
囲
碁
大
会
を
今
年
は
猛
暑

8

を
避
け
て

月

日
に
教
文
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
行
い
ま
し

9

25

た
。
残
暑
は
厳
し
か
っ
た
も
の
の
空
は
秋
晴
れ
、
秋
の
気
配

を
感
じ
な
が
ら

人
が
１
時
か
ら
７
時
過
ぎ
ま
で
熱
戦
を
展

16

開
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
参
加
者
の
一
人
が
対
局
前
に
「
第

回
」

60

の
節
目
に
気
づ
き
、
暫
く
懐
旧
談
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
参

加
者
も
第
１
回
か
ら
参
加
し
続
け
て
卒
寿
を
目
前
に
し
て
い

る
先
輩
、

代
に
入
っ
て
棋
力
が
上
が
っ
た
と
自
負
す
る
常

70

連
組
、
皆
が
喜
び
心
か
ら
歓
迎
し
た
初
参
加
の
О
さ
ん
、
Ｎ

さ
ん
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
歴
史
が
着
実
に
紡
が
れ
て
い
る

こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

初
参
加
の
お
二
人
は
長
い
間
実
戦
経
験
が
な
く
専
ら
棋
譜

を
楽
し
ん
で
い
る
と
か
、
そ
の
割
に
は
棋
力
は
申
告
以
上
で

伸
び
し
ろ
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
今
、
囲
碁
界
は

歳
の
プ
ロ
棋
士
・
仲
邑
菫
ち
ゃ
ん
、
「
竜
星
戦
」
で
惜
し

10く
も
優
勝
を
逃
し
た
高
校
生
棋
士
の
上
野
愛
咲
美
さ
ん
な
ど

新
し
い
力
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
新
風
は
や
が

て
退
教
囲
碁
界
に
も
及
ん
で
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優

勝
・
谷
本

昇
五
段
（
泉
南
）

準
優
勝
・
小
山
英
治
五
段
（
農
芸
）

敢
闘
賞
・
木
村
祥
明
初
段
（
淀
工
）

敢
闘
賞
・
広
瀬

晃
二
級
（
布
施
）

奮
闘
賞
・
畠
田
博
司
三
段
（
久
米
田
）

ア
フ
リ
カ
、
マ
ラ
ウ
ィ
の
旅

（
そ
の
五
）

勝
間

眞
（
山
本
）

月

日
、
甥
の
勤
務
す

11

5

る
ム
セ
チ
ェ
＝
セ
コ
ン
ド
リ

ー
を
見
学
す
る
。
ま
ず
校
長

に
挨
拶
す
る
。
校
長
は
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
女
性

で
私
た
ち
を
大
変
歓
迎
し
て

下
さ
っ
た
。
見
学
が
終
わ
っ

た
後
に
ジ
ュ
ー
ス
を
出
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
校
長
室
に

冷
蔵
庫
は
無
く
、
ぬ
る
い
ジ

ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
厳
し

い
暑
さ
と
乾
燥
の
中
で
大
変

あ
り
が
た
か
っ
た
。

こ
の
学
校
は
ジ
ャ
イ
カ
の

支
援
も
あ
っ
て
創
設
さ
れ
た

学
校
で
あ
る
。
そ
の
た
め
15

億
円
の
支
援
が
投
じ
ら
れ
た

と
言
わ
れ
る
が
、
校
舎
は
全

て
煉
瓦
造
り
ト
タ
ン
屋
根
の

平
屋
で
、
基
本
的
に
は
農
家

と
同
じ
造
り
で
あ
る
。
マ
ラ

ウ
ィ
の
学
校
は
ど
こ
も
こ
の

よ
う
な
造
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
ム
セ
チ
ェ
＝
セ
コ
ン
ド

リ
ー
で
は
最
上
級
学
年
を
除

ほ
ど
劣
悪
で
あ
る
。
非
常
な
努
力

で
卒
業
し
進
学
す
る
生
徒
も
い
る

が
、
大
学
進
学
率
は
約

％
で
、

10

途
中
で
学
業
を
断
念
す
る
生
徒
も

少
な
く
な
い
。
特
に
女
子
は
困
難

で
女
子
生
徒
は
最
初
か
ら
少
数
で

あ
る
。

生
徒
た
ち
は
昼
休
み
に
は
昼
食

を
と
る
。
全
寮
制
の
リ
ス
ン
ビ
ュ

ー
＝
セ
コ
ン
ド
リ
ー
で
は
給
食
が

あ
る
。
シ
マ
と
豆
・
野
菜
の
煮
つ

け
が
中
心
で
、
肉
類
は
１
カ
月
に

一
度
出
る
か
ど
う
か
だ
と
い
う
。

ム
セ
チ
ェ
＝
セ
コ
ン
ド
リ
ー
で

は
、
寮
・
下
宿
に
い
る
生
徒
は
シ

マ
な
ど
を
自
炊
す
る
。
近
く
か
ら

来
て
い
る
生
徒
は
自
宅
で
昼
食
を

と
れ
る
が
、
何
時
間
も
歩
い
て
遠

距
離
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い

て
、
彼
ら
は
昼
食
を
ど
う
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

月

日
、
ム
セ
チ
ェ
３
日

11

6

目
。
ム
セ
チ
ェ
＝
セ
コ
ン
ド
リ
ー

の
生
徒
の
家
を
訪
問
す
る
。
そ
の

生
徒
は
勉
強
に
熱
心
で
成
績
優
秀

な
男
子
生
徒
で
あ
る
が
、
父
親
が

無
く
家
は
貧
し
い
農
家
で
あ
る
。

徒
歩
で
片
道

時
間
か
け
て
通
学

3

し
て
い
る
。
学
校
を
休
み
が
ち
に

も
な
る
が
、
親
族
の
支
援
で
何
と

か
頑
張
っ
て
学
校
を
続
け
て
い

る
。
（
次
号
に
続
く
）

い
て
、
教
室
に
机
も
イ
ス

も
全
く
な
い
。
１
ク
ラ
ス

約

人
の
生
徒
が
全
員
床

80
に
座
っ
て
授
業
を
受
け
て

い
る
。
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
机
・
イ
ス
が
な
い
の
は

小
学
校
か
ら
の
こ
と
な
の

あ
る
。
教
科
書
の
無
い
生

徒
も
相
当
い
る
。
各
自
が

英
語
の
授
業
を
聞
い
て
、

英
語
の
板
書
を
読
み
、
必

死
で
膝
の
上
で
ノ
ー
ト
を

と
っ
て
い
る
。

朝
８
時
か
ら
授
業
が
始

ま
り
、
約

分
間
の
授
業

50

で
あ
る
が
間
の
休
憩
時
間

は
無
く
、
次
の
授
業
の
開

始
時
刻
は
ま
ち
ま
ち
に
な

る
。
乾
季
に
は
土
ホ
コ
リ

で
教
室
は
汚
れ
て
い
て
床

に
座
る
と
制
服
が
泥
ま
み

れ
に
な
る
。
雨
季
に
は
断

続
的
に
ス
コ
ー
ル
の
よ
う

な
大
雨
が
来
て
ト
タ
ン
屋

根
を
激
し
く
叩
き
、
そ
の

強
烈
な
音
で
授
業
が
し
ば

し
ば
中
断
す
る
と
い
う
。

授
業
に
追
い
つ
い
て
い

く
の
は
相
当
大
変
で
、
さ

ら
に
授
業
料
な
ど
の
経
済

的
負
担
・
家
の
労
働
・
遠

距
離
通
学
な
ど
の
困
難
が

加
わ
り
、
教
育
条
件
は
日

本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
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